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＜ 海岸の 衆目集め リズムのり イチニのサンシ ラジオ体操 ＞

（宿泊学習での出来事。早朝の海岸でラジオ体操を始めると、どんどん人が集まってきて、珍しそう

に日本の集団パフォーマンスを見ていました。きっと、難しいことをやっているなぁと・・・・・。）

○ ルーマニア （T.S.くん）

日本とちがう

くになんだ

人間も１人１人ちがうように、国も

それぞれちがうから、楽しいね。

○ ゆうきくん （T.S.くん）

３にんいるから

たいへんだ

３人とも、それぞれ個性があって、

たのしいなかまばかりですね。

○ 学校は （H.M.さん）

とてもたのしい

べんきょうが

べんきょうが楽しいということは

とても素晴らしいことですね。

○ こうのとり （K.H.くん）

しあわせよぶと

やってくる

こうのとりは、あかちゃんといっしょに

しあわせも運んでくれるんですね。

○ 夏やすみ （N.M.さん）

あっという間に

終わったな

夏休みは、４０日もあったのに、ほん

とうに「あっ」という間でしたね。

○ 秋まつり （N.M.さん）

楽しみいっぱい

おもしろい

たくさんのお客様に来ていただきまし

たね。やっぱり祭りは楽しいね。

○ 金色の （Y.S.くん）

太陽夏の

日ざしかな

太陽の色は、ことばでは言い表せない

色ですね。なるほど、金色ですか・・。

○ 目の前で （A.I.さん）

手を振られても

気がつかず

泣いた後にも よくわからない

悲しい別れだったのでしょうか？目の

前が真っ暗になるという表現もあります。


